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審議会等の会議結果報告

１ 会議名 平成３１年第１回津市人権施策審議会

２ 開催日時
平成３１年３月１８日（月曜日）

午前１０時００分から午前１１時４０分まで

３ 開催場所 津市図書館２階視聴覚室

４ 出席した者の氏名

（津市人権施策審議会委員）

岡本祐次、楠本 孝、青木弘志、伊藤好幸、大井廣子、

金子誠子、加納良子、川口節子、佐藤ゆかり、高鶴かほる、

田中茂範、谷口美子、柘植欽也、辻岡利宏、中川正治、

原田朋記、前野政彦

（事務局）

人権担当理事 橋本英樹

人権担当参事（兼）人権課長 大川祐喜

人権教育課長 外岡博明

人権課人権啓発担当主幹 西澤幸生

人権課人権啓発担当副主幹 長谷川隆一

５ 内容

１ 正副議長選出 

２ 津市人権施策審議会の概要・評価の流れ 

３ 評価検討委員の選出 

４ 平成２９年度津市人権施策推進計画事務事業進捗状況評価書に

ついて 

５ ２０１９年度津市人権施策推進事業について 

６ その他 

６ 公開又は非公開 公開

７ 傍聴者の数 ０人

８ 担当

市民部人権課人権啓発担当

電話番号 ０５９－２２９－３１６５

Ｅ-mail  229-3165@city.tsu.lg.jp 

・議事の内容   下記のとおり 

事務局 

人権担当理事 

お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただ今から平成３１年第１

回津市人権施策審議会を開催いたします。

本日は、たいへんお忙しい中、ご参集いただきまして誠にありがとうござい

ます。議事に入るまでの進行役を務めさせていただきます人権課の西澤でござ

います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

最初に、橋本人権担当理事から委嘱状を交付させていただきます。本来であ

れば１月１０日に委嘱状をお渡しすべきところ、ご審議をいただく議事の都合

上、本日になりましたことをお詫び申し上げます。

≪委嘱状交付≫ 

それでは、開会に当たりまして橋本人権担当理事がご挨拶を申し上げます。

皆さん、おはようございます。人権担当理事の橋本です。

平成３１年第１回の人権施策審議会の開催にあたり、ひと言ご挨拶を申し上

げます。

本日は大変ご多用の中、本審議会にご参加をいただきまして、誠にありがと

うございます。

委員の任期満了に伴い、改めて１９名の委員の皆様に、これから２０２１年

１月９日まで、およそ２年間、津市の人権施策審議会の委員としてお願いをす
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事務局 

事務局 

事務局 

ることになりました。１９名中、再任をお願いした方が１６名、新任の方が３

名という構成になっております。委員各位におかれましては、本市の人権施策

に関する評価や調査などを通じてご提言をいただきたく、またそのご提言を津

市の施策に生かしていくよう努めてまいりますので、何卒よろしくお願いを申

し上げます。

ところで、平成２９年度の津市人権施策推進事業の評価を前任の審議会の

委員の皆様にお願いをいたしまして、人権問題が複雑化、多様化する中で、全

体評価としてはＣ評価ということになりました。この評価から、今後必要に応

じて既存事業の新たな取組や事業手法の工夫をしていく必要があると考えて

おります。この評価を真摯に受け止めて、さらなる取組を進めてまいりたいと

考えております。この審議会の運営のあり方やこの事業評価がかなり委員各位

のご負担になっているのではないか。ＰＤＣＡサイクルがうまく機能していな

い当年度の評価が次年度の予算に反映されないなど、いろんな問題点もあろう

かと思います。この審議会が事業評価のみ、時間的な余裕もなく、他の審議も

中々難しい状況にあるという中で、この改選に伴って、委員の皆様とご相談し

て、事業評価のあり方について、後ほど、参事の方からもご提案をさせていた

だきますけれども、若干の見直しをしていきたいというようにも考えておりま

す。それと２９年度に津市が人権問題に関する市民意識調査を実施しておりま

す。前回、前任の委員の皆様には、その調査結果、人権課の独自の分析書も加

えてお渡しをしておりまして、また、委員の皆様からのご意見を頂戴しており

ます。新任の委員の皆様には今日お帰りの際に改めて調査結果報告書をお渡し

いたしますけれども、津市においても昨年この審議会が終わってから、全庁的

に情報共有するため、個別自由記載欄の意見も含めて配信をしたところでござ

います。また、市民に向けては、この３月１６日発行の広報津の折込紙人権だ

よりの中で、その意識調査結果の一部をご紹介させていただいております。今

後も引き続き、人権だより等を活用して、市民の皆様には意識調査結果をお知

らせしていきたいと考えております。今後審議会の委員の皆様のお力をいただ

きながら、ここでいただいたご提言を全庁に共通認識の下でさらなる人権施策

に取り組んでいく所存でございますので、何卒ご協力を賜りますようお願いを

申し上げまして、ご挨拶といたします。ありがとうございました。

続きまして、人権担当職員の紹介をさせていただきます。

＜事務局紹介＞

では、委員の皆様で初めてお目にかかる人もいらっしゃいますので、お名前

をお呼びさせていただきますので、自己紹介をお願いしたいと思います。

≪委員 自己紹介≫

なお、片岡福生委員は本日ご都合で欠席されておられます。

ありがとうございました。これから２年間、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

それでは、議事のほうを進めさせていただきたいと思います。

審議に入る前に、お手元の資料のご確認をお願いしたいと思います。

本日の事項書、席次表と資料１、津市人権施策審議会委員名簿、資料２、津

市人権施策審議会の概要・評価の流れ、資料３、平成３０年度及び２０１９年

度評価検討委員班編成表、資料４、平成２９年度津市人権施策推進計画事務事
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事務局 

岡本委員 

楠本委員 

事務局 

岡本会長 

楠本副会長 

事務局 

業進捗状況評価書、資料５、２０１９年度津市人権施策事務事業（案）でござ

います。新任の方には他にも資料をお渡しさせていただいております。

お手元の資料のご確認をお願いいたします。

それでは、本日の議題に移らせていただきたいと思います。

本日の委員の皆様の出欠状況ですが、先ほどから説明させていただいており

ますが、青木幸枝委員、片岡福生委員は所用のため、欠席の連絡をいただいて

おります。委員１９名中１７名のご出席をいただいておりますので、人権が尊

重される津市をつくる条例第１１条第２項の規定により、本審議会は成立して

おりますことを報告させていただきます。

また、本審議会につきましては、津市情報公開条例第２２条及び第２３条の

規定に基づき、公開審議とさせていただきます。

また、議事録作成等のため、審議内容につきまして録音をさせていただきま

すので併せてよろしくお願いします。本日の傍聴人はございません。

では、まず、本日の議題（１）の正副会長の選出をお願いしたいと思います。

条例第１０条第１項の規定により、会長及び副会長は、委員の互選により定

めるとなっています。自薦、他薦を問いません。どなたかございませんでしょ

うか。

すみません、ご意見がないようですので、事務局案として申し上げたいと思

います。

会長には、岡本委員に引き続きお願いしたいと思います。

また、副会長には、楠本委員にお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。

ご賛同いただける方は、拍手をお願いします。

― 拍手多数 ―

ありがとうございます。それでは、岡本委員、楠本委員、お引き受けいただ

けますでしょうか。

推薦をいただきましたので、お引き受けしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

ご承諾いただきましたので、会長には、岡本委員、副会長には、楠本委員に

就任していただきます。それでは恐縮ですが、席の移動をお願いいたします。

それでは、就任のご挨拶をお願いできませんでしょうか。

ほとんどの方がご存じだとは思いますけれども、進行はあまり上手ではあり

ません。時間を押しても延長していただいて、何とか持ちこたえているという

ような形になっておりますので、今後、皆様のこの会におけるご協力をここで

よろしくお願いしておきたいと思います。できればこの時間内にきっちり収め

たいと思うのですが、どうしても欲が出て、意見をお聞きしたりすると、時間

が超過しますが、その点は一つ見逃していただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。

 微力ですが岡本会長をお助けできればと思います。

それでは、「人権が尊重される津市をつくる条例」第１１条第 1項の規定に
より、会長が議長となるとありますので、議事の進行を会長にお願いいたしま

す。どうぞよろしくお願いいたします。
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岡本会長 

事務局 

条例により進行役となりますので、これからおおよそ２時間、皆さんの協力

を得ながら進めてまいります。よろしくお願いします。早速に議題に入ってい

きたいと思います。この議題の２でございますが、津市人権施策審議会の概要・

評価の流れ説明になります。これについて、事務局から説明をしていただきた

いと思います。よろしく頼みます。

失礼いたします。人権担当参事の大川でございます。それでは、津市人権施

策審議会の概要・評価の流れについてご説明申し上げます。資料２の津市人権

施策審議会の概要・評価の流れをご覧下さい。津市では合併後、一人ひとりの

人権が尊重される明るく住みよい社会の実現を願って、平成１８年９月に人権

が尊重される津市をつくる条例を制定し、第７条で本審議会の設置が規定され

ています。平成１９年には、人権都市を宣言し、先ほど申し上げました条例に

基づき、平成２０年７月に津市人権施策基本方針を策定しました。また、昨年

度からですけれども、平成３０年度から１０か年を計画期間とした津市の最上

位の計画である津市総合計画第２次基本計画に基づき、めざすべき津市の都市

像や、その実現に向けた方向性を市民の皆様と行政が共有し、共にまちづくり

を進めているところでございます。この基本方針及び津市総合計画の施策の内

容をさらに具体化し、その実現を図るため、庁内の各部署が行っている人権に

関する事務事業を洗い出し、系統立てたものが、津市人権施策事務事業で、市

全体が人権施策に主体性を持って取り組む各課の指標となるものでございま

す。平成３１年度、２０１９年度の津市人権施策事務事業（案）は資料５でご

ざいます。この案につきましては、これまでは津市人権施策推進計画としてお

りましたが、単年度の事業内容であることから名称をこのように修正させてい

ただきました。条例で、本審議会の所掌事務が、人権施策に関する基本的事項

等の調査審議と規定されていますことから、皆様には、この津市人権施策事務

事業の第１章の（２）に示されているように、前年度に実施しました各事務事

業について、進捗状況を評価していただき、資料４のように、これは２９年度

になりますけれども、このような評価書にまとめていただくことになります。

来年度、２０１９年度は事業年度が終了した平成３０年度の事務事業について

評価していただきます。よろしくお願いします。

次に、津市人権施策事務事業の評価の流れについてご説明させていただきま

す。まず評価のあり方ですが、事務局といたしましては、スムーズに進めるた

めに、再掲となっている事業についても、それぞれの評価を今までしていただ

いておりましたことから、平成３１年度のはじめに評価の方法が今のままの方

法でよいか、評価検討委員の方とともに再検討したいと考えております。

では、説明の方を続けていきたいと思います。それではお手元の資料２の２

をご覧いただきたいと思います。まず、評価検討委員の選出です。会長・副会

長を除いた委員の皆様の中から、６名の評価検討委員を選出していただき、２

名ずつ３班に編成させていただきます。そして、津市人権施策基本方針の５つ

の基本施策、７つの分野別施策、合計１２施策を３班に分け、１班につき、４

施策の評価検討をいただきます。その評価検討をいただくため、まず、３０年

度に実施した事業概要や取組状況、課題・問題点、今後の事業予定といった評

価項目を記載した人権施策事務事業進捗状況報告書を関係各課から提出する

よう３月下旬に依頼します。その後、関係各課より提出された、この報告書を

事務局が取りまとめたうえで、委員の皆様全員に、この報告書と、実施した事

業に対する質問及び提言書を５月上旬に送付し、５月下旬までに質問及び提言

書を人権課に提出していただくことになります。そして、皆様からいただいた

質問及び提言書を取りまとめたものを関係各課に再度送付し、回答を得たの
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岡本会長 

佐藤委員 

岡本会長 

ち、報告書にまとめ、６月下旬には委員の皆様全員に送付させていただく予定

です。そして、評価検討委員の皆様には、３班に分かれ、この報告書を基に、

各事業に評価点やコメントを付けていただき、７月から８月にかけて各事業に

対する評価をまとめていただきます。その後、各事業の評価点やコメントを付

けた人権施策事務事業進捗状況評価表を作成したのち、正副会長のご意見もい

ただきながら、施策分類ごとの取組の評価と今後の取組についての提言などを

記した評価書（案）をまとめていただきます。そして、１１月頃には開催した

いと考えているのですが、本審議会を開催し、評価書についてご審議いただき、

ご意見がある場合は、再度、評価検討委員の皆様や正副会長、ご質問いただい

た委員と調整し、人権施策事務事業進捗状況評価書を決定していただき、市長

の方へ提出していただくという運びになります。また、いただいた評価書につ

きましては、津市ホームページで公表いたします。

以上のことについて改めて簡単に申し上げますと、関係各課から報告のあっ

た、平成３０年度の人権施策に対する進捗状況を記載した報告書に対して、委

員の皆様からご意見・ご提言をいただきます。その後、評価検討委員を中心に、

評価・コメントを記載した評価表を作成していただいて、それを基に評価書に

まとめ、本審議会で決定されたのち、市長に対して評価書をご提出いただくと

いうことになります。審議会からいただきました評価書と各事務事業に対する

評価・コメントが記載された評価表につきましては、関係各課の方へ通知し、

共有していきたいと思います。関係各課は、次年度、予算を伴う事業はその次

の年度になるかもしれませんが、事業に生かせるよう取組を進めてまいりたい

と思います。評価のあり方につきましては、最初に申し上げましたように、来

年度のはじめに、今までの方法でよいか、評価検討委員、会長、副会長を含め

ながら考えていきたいと思いますので、また、よろしくお願いします。

以上が、津市人権施策審議会の概要と人権施策に対する評価の流れとなりま

す。皆様、よろしくお願いいたします。

なお、評価項目の内容、評価点の基準、総合評価及び施策の進展度評価につ

きましては、２ページから３ページに記載しています。また、評価書のとりま

とめ及び次年度計画の策定までのスケジュールは４ページに、評価のフロー図

を５ページに記載していますのでご覧下さい。評価点の基準につきましては、

前の審議会でもお話しいただきましたが、３ページをご覧下さい。評価の流れ

としましては、評価検討委員の皆様に、評価点の基準を参考に、事業毎に１か

ら５までの評価点をつけていただき、その上で、施策の項目毎に、総合評価と

してＡからＥまでの５段階で評価していただくこととしています。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。

ありがとうございました。津市人権施策審議会の概要と評価の流れについ

て、かなり詳しく説明していただきました。説明が終わりましたので、委員の

皆さんからご意見等があればいただきたいと思います。佐藤委員どうぞ。

市民意識調査の結果について見せていただいた訳で、私も書面で意見を出さ

せていただいたところで、また、新しい委員の方につきましては、今後見てい

ただくことになりますが、それについてこの審議会で話し合ったり、それを次

の事務事業に反映させたり、見直したりといった機会は今回の審議会で設けら

れないのでしょうか。その点をお尋ねします。

課長どうぞ。
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事務局 

岡本会長 

佐藤委員 

岡本会長 

人権担当理事 

岡本会長 

人権担当理事 

今回、新たな審議会ということで発足いたしました。今まで継続して来てい

ただいている方もありますけれども、初めて私どもの基本方針なり今までやっ

てきた取組、意識調査における市民の方々の考え方、それについてまだご存じ

ない方もみえます。この場でご審議いただきますと、分からない方もみえる中

でのことでございますので、前回の審議会でもお話しましたとおり、３月末ま

で各委員からのご意見を承るということにさせていただいていたと思います。

内容を見ていただく新しい委員の方には、すぐさま、その中味を見ていただく

には時間が足りないと思います。その審議につきましては、委員の皆様からい

ただいたご意見等は共有させていただきます。また、それを基に新たな委員の

方、これまでの委員の方々にご意見をいただいて、それを次回の審議会の中で

ご審議いただく時間を設けていきたいと思います。評価書作成についての評

価・検討が、昨年１２月に行われた審議会では２時間以上を超えるような状況

でございました。ですので、１２月の審議会の中で、評価書の作成の部分につ

いては、もう少し時間が短縮できればと考えており、事業内容等も後でご説明

申し上げますが、少し削減しながら、もっと人権施策の方に重きを置いた計画

の方に持っていく。そして、評価の内容もコンパクトにしていただいて、次の

施策に対するご意見をいただく時間、そういったところに持っていきたい。で

きれば審議会の回数をもう少し増やすことができたら一番いいのですけれど、

そういった形で検討もしていきたいと思っております。今回は、皆様のご意見

をいただく機会として、もう一度新しい委員さんも含めて、ご意見をいただけ

ますかというお話をさせていただいて、今日の審議会の方は終えていきたいと

思います。よろしくお願いします。

佐藤委員。

言葉足らずで申し訳ありませんでした。今日という訳ではなくて、この年間

計画の中のどこかに入れていただきたいということでした。すいませんでし

た。

そうですね。その努力をしていただけるということですので、一つお認めい

ただきたいと思います。ほかに何かございませんでしょうか。

補足でよろしいでしょうか。

はい、どうぞ。

佐藤委員からご提言いただきましたが、実は事務局の中でもそういった話を

しておりまして、冒頭、私の挨拶の中でも申し上げましたが、大川参事が申し

上げたように、どうしても評価にウエイトが今いっておりまして、その分、何

とか他の審議といった形で、今その一つが市民意識調査結果で、審議会として、

どのようにそれを分析していくかということになろうかと思います。そういっ

た時間を持った方が良いというのは事務局でしていた話で、それともう一点、

市民意識調査の中で、例えば、人権侵害を受けたと感じる人がどこにも相談に

行けなかったとか、研修会、講演会がどうしてもいつも決まった方で参加者に

偏りがないかとか、色々な視点で市民の回答結果から伺えますので、そういっ

た視点を例えば評価の方に反映できないかとか、そういったことを事務局の方

でも検討させていただきたいなと思っております。
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岡本会長 

川口委員 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

是非とも事務局で検討いただいて、うまく反映できるようにお願いをしてお

きたいと思います。

ほかいかがでございますか。よろしかったでしょうかね。

議題が非常に大きな概要と評価の流れの説明ですので、始めから最後まで説明

していただいたということですから、なかなかその一部についてご意見をいただ

けないとは思いますが、よろしいでしょうか。

川口委員、何かありませんでしょうか。

簡単に一つだけ、私も評価させていただいておりますが、その年度の評価だ

けではなくて、年々評価してきて、もっとすごく考えて効率よく、または市民

に広がりをみせて、活動しているところと、毎年同じ報告書、同じ活動内容と

いうのがあります。それはやっぱりみんなで共有して互いに関係のあるところ

は、一緒に評価したりとか、もう少し効率よく私たちの評価が、市役所の中に

広がっていくように、工夫しなければならない時期に来ているのではないかと

思います。

そうですね。課長、何かありませんか。

川口委員どうもありがとうございます。評価検討委員さんの中でもそれぞれ

の評価、私の説明で足らなかったか、分かりませんが、再掲という形で、委員

さんたちには、班ごとに情報共有していただいているのですけれども、その内

容、評価をどのようにとらえているのかを、それぞれの班ごとに共有できてい

ないところがあります。ですので、最初どのように評価していくのか、途中一

度でも皆さんにお集まりいただいて、こういう形でまとめるとか、何か手法は

考えていきたいと思います。ですので、最初に６人の委員さんに集まっていた

だいて、平成３０年度の事業についどのように評価していくのがよいのか、今

後のことも含めながら、また、ご意見をいただいて、いい方向に進めていきた

いと考えております。

是非ともそうしていただきたいと思います。

ほかに無いようでしたら、議題もまだ残っておりますので、次に進めさせて

いただきたいと思います。よろしいでしょうか。

それでは、次は評価検討委員の選出についてです。

これについて事務局の考えをお示し下さい。

それでは、事務局から案ということで、ご提案させていただきたいと思いま

す。僭越ですがご指名という形でよろしくお願いします。評価検討委員は評価

の継続性の観点から、できましたら、青木幸枝委員、金子委員、加納委員、川

口委員、谷口委員の５名の方には、引き継ぎお願いできないかと考えておりま

す。そして、前期どおり、加納委員、川口委員には１班、青木幸枝委員、谷口

委員には２班に、金子委員には３班をお願いしたいと考えております。また、

堀川委員が担当されていました部分につきましては、津市人権・同和教育研究

協議会会長の青木弘志委員に３班の評価検討委員としてご就任いただければ

と考えております。

資料３－１、３－２をご覧いただきますと、資料３－１は平成３０年度に平

成２９年度の評価をしていただいた方々です。今年どのように考えたらいいか

ということで表を作っていただきました。
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事務局 

佐藤委員 

岡本会長 

佐藤委員 

岡本会長 

佐藤委員 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

１班、２班、３班にどなたに考えていただくということで、ここで皆さんに

考えていただくこといくことになりますが。

これまでの経過もあり、事務局の方で案があればご提案いただきたいと思い

ます。

申し訳ございません。平成３０年度の評価検討委員の班編成と平成３１年度

の評価検討委員欄が空欄になった班編成の表をお渡しさせていただいており

ます。今回、委員の方も１名変わられたこともあり、その中で評価検討いただ

く内容も少し変えていきたいと考えておりまして、その案につきましては、こ

れまで３班で評価を行っていた女性の人権を１班でお願いできないかと考え

ております。そこで１班は、人権教育の推進に変わって女性の人権、相談・支

援体制の充実、ユニバーサルデザインのまちづくりの推進、高齢者の人権。続

きまして、２班はこれまでと変更はなく、市民活動の組織との連携、子どもの

人権、人権啓発の推進、外国人の人権です。３班は、障がい者の人権、同和問

題、人権教育の推進、さまざまな人権課題その他の人権。これまでの女性の人

権を人権教育の推進に入れ替えるという形でお願いしたいと考えています。

すいません。それについて、ちょっと。

佐藤委員、どうぞ。

今、人権教育の推進と女性の人権を入れ替えるという事務局案でしたが、せ

っかく金子委員がおられますので、女性の人権をユニバーサルデザインのまち

づくりの推進に入れ替えるのはどうでしょうか。女性の人権は１班に川口委員

がおられますので、その方がいいのではないかと思いますがいかがでしょう

か。

佐藤委員から、ご意見をいただきましたがどうでしょうか。

事業数を考えずに、委員の方のご専門ということで考えましたので、数的に

ちょっとアンバランスであれば、そういったこともご意見をいただければと思

います。

課長、いかがでございますか。

ご担当いただく１班と３班の方々のご意見もございますので、調整させてい

ただきたく形でよろしいでしょうか。２班の方はこのままでお願いしたいと思

うのですが、１班、３班の調整は、再度、評価検討委員がもう一度評価いただ

く前にお集まりいただきたい、今後の考え方もお話ししたいと思いますので、

その部分の調整をその際にさせていただきたく存じますがいかがでしょうか。

今すぐここでといいますとお時間の方もかかると思います。私は、できたら、

佐藤委員のお考えでもよろしいとは思うのですけれど、私は基本施策と分野別

施策をある程度２つずつで割っていただけたらと思っておりましたので、変え

たところもあったのですけれども、それぞれのお考えもあるかとは思います。

 堀川委員の部分を埋めさせてもらって、それから考えてもらった方がいいか

もしれないですね。これは私の方にも案が無いこともないのですが、事務局に

考えてもらった方がいいと思いますので、どなたが堀川委員の後に入ってもら

ったらよろしいか。
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事務局 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

事務局 

 堀川委員のところに入っていただくのは、青木弘志委員にお願いしたいと考

えております。ですから３班の堀川委員ところには、青木弘志委員に入ってい

ただきたいと思います。ですので、金子委員と青木委員に３班の方でお願いし

たいと考えております。

そうですね、青木委員は同和問題に非常に詳しいので適当だと思います。

その上で、人権教育の推進についてもよくご存じですので、そちらの方も

お引き受けいただければと思います。川口委員には悪いですが、女性の立場で

その部分の方もお考えいただくことが可能ならばと、単純にその２つを入れ替

えたというところもありますし、基本施策と分野別施策をある程度の割合で分

けたいと考え、このようにさせていただきました。そして、１班、３班の方と

ちょっと考えさせていただいて、それぞれ担当の方は打ち合わせさせていただ

きたいと思います。今、私どもの考え方ですが、佐藤委員からご意見をいただ

きましたので、１班、３班の委員さんで、その割振りは考えさせていただいて、

希望もありましょうから、本人のご意見を尊重しながら、どのような内容審議

をいただくかを決めていきたいと思います。今この場では即決はできませんけ

れど、委員のお考えを聞いてから決めさせていただきます。ですので、事務局

一任でお願いしたいと思います。

それでは、青木弘志委員に入っていただくということは決めておいてよろし

いですね。そして取り扱ってもらう問題の組み合わせは考えていただくという

ことです。その班の編成とそれらに割当ててやっていただく内容は少し込み入

っておりますので、ここのところは一応これで終えておいて、次に第４番目の

平成２９年度津市人権施策推進計画事務事業進捗状況報告書についてご説明いた

だきたいと思います。

失礼いたします。それでは、平成２９年度津市人権施策推進計画事務事業進

捗状況報告書についてご説明申し上げます。これにつきましては、昨年１２月

１８日に開催いたしました本審議会におきまして、評価書案についてご審議い

ただいたところ、何点かご意見をいただきました。その後、評価検討委員の皆

様、また、ご意見をいただいた皆様との調整を図り、岡本会長及び楠本副会長

にもご意見を伺いながらまとめ、平成３１年１月８日付で市長の方へ提出させ

ていただきました。また、平成３１年１月９日付で審議会委員の皆様へも送付

させていただきました。ホームページの方でも現在公表いたしております。以

上でございます。

したがって、３０年度の委員さんたちは、２９年度の評価書についてはご存

じだということで、それが資料４です。

それでは、さらに進めていきます。今度は議題の５です。２０１９年度人権

施策推進事業についてです。それについて事務局の説明をお願いします。

それでは、平成３１年度、２０１９年度津市人権施策事務事業（案）につい

てご説明申し上げます。

本事務事業（案）につきましては、具体的な取組内容である各種の事務事業

を、関係各課において、昨年度の取組状況や課題等を踏まえ、また、本審議会

からいただきましたご意見やご提言を参考に策定いたしました。本事務事業

（案）を皆様にお見せするのが、本日となってしまいました。誠に申し訳ござ
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いません。この事務事業（案）につきましては、関係各課と調整を図り、２０

１９年度の人権施策の具体案として策定いたしました。この事務事業につきま

しては、関係各課が行うさまざまな人権問題・人権課題の解消に向けた取組を

掲載し、これまでも新規事業の追加や、終了した事業の削除、事業内容の変更、

事業の統合などにより、毎年、事業内容の見直しを行ってまいりました。

しかしながら、さまざまな人権問題等の解決に向けた取組の視点からは遠い

と思われる内容の事業で、単年度においては前年度と比べて事業内容にあまり

変更がない事業、例えば医療費助成、健康診査といった事業については整理し、

平成３１年度、２０１９年度の事務事業から除くという見直しをいたしまし

た。

さて、来年度２０１９年度に行う全体の事務事業数でございますが、基本施

策、分野別施策を合わせて、再掲分を含み２７７事業となっております。平成

３０年度は再掲分を含めて３１０事業でございました。差し引きすると３３事

業の減となっています。

それでは、主な見直しの内容についてご説明申し上げます。別添の平成３１

年度・平成３０年度事務事業の比較をご覧下さい。

まず、人権啓発の推進につきましては、人権街頭啓発は、人権週間啓発事業

に統合いたしました。

次に、人権教育の推進につきましては、公民館管理運営事業は、施設管理が

主な事業内容であることから、事務事業から除きました。

次に、相談・支援体制の充実につきましては、３事業を計画から除くことと

いたしました。例えば、公害に関する相談、生涯学習支援制度は、人権問題の

解決に向けての取組としては遠い内容の事業であると考えたことがその根拠

です。

次に、ユニバーサルデザインのまちづくりの推進につきましては、広報紙等

発行事業を新たに追加いたしました。

次に、市民活動の組織などとの連携につきましては、３事業を計画から除き、

１事業を追加するものと考えます。例えば、人権啓発団体支援事業は事業の終

了のため、また、社会福祉施設等管理運営事業は、施設管理が主な事業の内容

であることから事務事業から除き、人権啓発団体との連携を追加いたしまし

た。

次に、同和問題につきましては、これまでどおり事業といたしました。

次に、子どもの人権につきましては、７事業を計画から除かせていただきま

した。例えば、医療費助成事業は、単年度においては前年度と比べて事業内容

に変更がないこと、ＳＯＳの家の設置拡大、予防接種事業は、人権問題の解決

に向けての取組としては遠い内容の事業であると考え、削除という形にさせて

いただきました。

次に、女性の人権ですが、６事業を計画から除かせていただきました。例え

ば、不妊治療費助成事業は、単年度においては前年度と比べて事業内容に変更

がないこと、健康診査事業は、人権問題の解決に向けての取組としては遠い内

容の事業であるとの考えのもとでございます。

次に、障がい者の人権につきましては、２事業を計画から除き、１事業を追

加させていただきました。例えば、視覚障がい者自立歩行生活訓練事業は、人

権問題の解決に向けての取組としては少し遠い内容の事業であるとの考え方

でございます。

次に、高齢者の人権につきましては、７事業を計画から除き、１事業を追加

させていただきました。例えば、介護保険サービス基盤整備事業、老人クラブ

助成事業は、人権問題の解決に向けての取組としては遠い事業内容であるとの

考え方でございます。
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岡本会長 

岡本会長 

青木弘志委員 

岡本会長 

事務局 

次に、外国人の人権につきましては、これまでどおり事業としてさせていた

だきました。

最後に、さまざまな人権問題、その他人権に関することにつきましては、８

事業を計画から除き、１事業を追加いたしました。例えば、救急医療事業は、

人権問題の解決に向けての取組としては遠い内容の事業であること、モーター

ボート競走事業は、提言をいただき事業の見直しを行ったことが根拠でござい

ます。

主な事業内容の見直しの考え方は以上でございます。

この後、ご審議いただきますが、本日、ご意見がある場合はお伺いすること

といたしまして、ご一読いただき、ご意見等がございましたら、今年度末３月

２９日（金）までに、人権課の方までご意見をご提出いただきたいと思います。

以上でございます。

ありがとうございました。ただ今説明がございました。ご意見等は３月２９

日までということです。

事務局からの説明について、ここで議論しておかなければならないような質

問等がございましたら、ご発言下さい。

青木委員、どうぞ。

失礼します。１番目の人権啓発の推進について、統合による削除となってい

ますが、これについてもう少し教えていただきたいことが１つ、２つ目は５番

目の生涯学習支援制度、ここの部分が削除となっており、どのような考え方な

のか説明いただきたい。

課長、ご質問お分かりいただけましたか。

１番目の人権街頭啓発は削除ということなのですけれども、この街頭啓発は

人権週間のところで主にやっておりますので、その前後でやっているところが

多いことから、統合させていただきました。事業が無くなる訳ではございませ

ん。いつもこの人権週間のところでやっているという内容でしたので、人権週

間の事業として街頭啓発もさせていただくということで整理させていただき

ました。

生涯学習支援制度につきましては、生涯学習課行う事業でありますけれど

も、生涯学習として事業を行う内容をホームページ等で情報提供するとか、市

民の生涯学習についての情報を提供するとかの記載でございましたことから、

内容の方を消させていただきました。ですので、概要自身を読み上げさせてい

ただきますと講師や生涯学習グループの活動情報等を紹介する生涯学習情報

バンク制度や学校や地域においてボランティア活動を希望する人を登録した

生涯学習支援ボランティア登録制度については、市ホームページでの情報提供

や学校や公民館への情報誌を送付するなどにより市民に生涯学習情報の提供

をいたします。また、すべての住民の学習活動を支援できるよう電話等による

学習相談と情報弱者への対応について充実を図りますというような内容でし

たので、情報提供だけの取組内容では、私どもの取組からは少し離れているも

のと思います。もう少し生涯学習の中で人権問題に対する学習会を設けると

か、そういった話でしたら違ってくるのではないかと思いますけれど、内容が

この内容では、今のところ削除に該当するのではないかと判断し、私どもで整

理させていただきました。
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岡本会長 

事務局 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

高鶴委員 

人権教育課長 

ご納得いただけましたか。ありがとうございました。

他に何かございませんか。

岡本会長、すみません。

どうぞ。

今、削除させていただいた部分はありますけれども、それぞれのご提言、ご

意見をいただくところでは、こういうところはどうなのか、こういった事業に

ついては現在どういった取組を行っているのかなど、事業の内容の中からは、

医療費助成についても、ある程度消させていただきましたけれども、もしくは

外国人に対する医療費助成についても、もっと変わった話が出てくるのであれ

ば、ご意見としてあるのであれば、そういったご意見等、欄外で構いませんの

で、そういったご質問として承ることは可能かと思います。ですので、その取

組についてどこでやっているのかなど、単なるそういったことでも質問いただ

いて、私どもが関係各課に投げかけて、ご回答できるものはご回答していきた

いと思います。できることならば、それが人権問題の解決につながるご意見と

してご質問いただければ幸いかと思います。情報の提供といっただけのことで

はではなく、それにつなぐ資料としてほしいのだということであれば、こちら

の方も関係各課にその提供を求めていきたいと考えております。

事務局の考え方はお分かりいただけたと思いますけれども、できるだけ今ま

でと違ったようなところで整理をしていきたいというようなことになるのだ

と思います。ですので、一度やっていただいて、もうちょっとこれがあった方

がよかったなどといったところが出てくるかもしれませんけれども、この事務

局の案にご賛同いただけると有り難いと思いますがいかがでしょうか。

昨今、テレビを賑わせているのが外国人の受け入れです。本来、日本の子ど

もだったら義務教育は当然受けられるというところが、なかなか外国人に提供

する義務はないので調査していませんという市もあります。外国の方の子ども

にも障がい児はいらっしゃるでしょうから、ガイダンスと書いてあるだけでな

しに、その実態調査とかされているのか、津市はどうなのかと思いました。そ

の辺りも項目に入っていたらいいのにと思いましたので、追加で発言いたしま

した。

外国人の子どもたち、日本国籍を持っている子もいますので、外国につなが

る子どもたちと表現していますが、日本国籍のない子については、保護者に対

して就学の義務は負わされていません。ただ、津市の中ではどこの国の子ども

であっても子ども自身が教育を受ける権利を持っているという子どもの権利

条約と国際人権Ａ規約の中で子どもの教育を受ける権利が保障されていると

いう観点で、まだ就学年齢で外国人学校にも、日本の学校にも、まだ就学がな

されていない子については、すべて家庭訪問をして就学に、強制できる法的な

ものは難しいのですが、粘り強く説得をして、ほとんどの家庭で就学していた

だいています。現在、アプローチを続けて就学の手続きを取ってもらえない家

庭が１件ありまして、年末から家庭訪問を続けていますが、国によっては、保

護者もあまり教育を受けていないところで、教育の重要性とか、日本国内のこ

れから先の状況の中でも、中々ご理解いただけない現実があります。不就学の

まま放置しておくことは津市では考えていません。
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岡本会長 

金子委員 

岡本会長 

事務局 

岡本会長 

就学ガイダンスというのは、幼稚園や保育園に通訳者を伴って日本の小学校

はどういう場所であって、どんなカリキュラムで、どんなものが必要かという

ことを保護者に説明させていただく出前ガイダンスとして行っています。

今年は高茶屋小学校、昨年は敬和小学校で、実際に小学校を舞台として、小

学校や教室を見ていただくガイダンスを行っています。また、未就園の子ども

たちも多くいるので、教会や三重大学の近くにイスラムのマスジドなどで就学

のご案内をしたりしています。これが、就学の取組です。

もう一つ、高校進学ガイダンスと挙げさせていただいたのは、国によって高

等教育を受けることの必要性を中々実感いただいてない方もある中で、実際に

日本の高校を保護者や子どもたちに見ていただいて、高校に進学するとその先

可能性が広がることを、実際に高校の先輩の話を聞いたり、保護者の話を聞い

たりしながら、外国につながる子どもたちとその保護者を対象に実施していま

す。毎年、百人くらい保護者や関係者に来てもらい、今年は津工業高校で行い

ました。そのほか、大学を外国につながる子どもたちと一緒に見に行ったりも

しています。いろいろな教育保障について情報弱者である外国の方になんとか

届ける手立てを津市の中でさせていただいています。

課長、どうもありがとうございました。高鶴さん、よろしかったでしょうか。

それでは、この点につきましてほかによろしいですか。

ユニバーサルデザインのまちづくりのところで、広報紙の発行事業とありま

す。これですと新しく広報紙を発行するようなイメージを持ったんですが、事

務事業を見ると、現在の広報紙をユニバーサルデザインに配慮したデザイン、

レイアウトを行うという見やすい広報紙と書いてあります。確か以前は、広報

紙に「この広報誌はユニバーサルデザインに基づいて作成しています」という

文言があったと思うんです。去年、一昨年の職員研修のときに広報紙のこの部

分が変わっていますと話をした覚えがあります。今の広報紙を見るとその文言

が入っていないんですが、この広報誌がユニバーサルデザインに配慮したかど

うか、この段階では分からないと思うので、広報紙にその文言があるとよく分

かっていいかなと思います。

それでは事務局よろしくお願いします。

この事業については新たな事業ではありません。今、委員がおっしゃったよ

うに広報紙ではユニバーサルデザインに配慮したデザイン、レイアウトを行っ

ています。評価の中にこの事業も入れてはというご意見もありまして、改めて

この中に入れた次第です。委員からいただいたご意見については、広報課に伝

えます。

この件についてはこの程度にしておき、先ほど曖昧な形で終わりました評価

検討委員会の班別の編成ですが、事務局の考え方をまとめますと、第３班にあ

りました女性の人権を第１班には持って来ると、そして、第１班から第３班に

人権教育の推進を持って来るということだったと思います。佐藤委員からご意

見がありましたが、人的配置を考えながら、新たに入っていただく青木委員に

は、人権教育の推進、あるいは同和問題の解決に携わっている協議会の会長を

されていることから適任であるとい考えがあったと思います。事務局でそのよ

うに整理をされましたが、佐藤委員の考え方はユニバーサルデザインをむしろ

動かしてはどうかということであったかと思います。佐藤委員、事務局の案で

ご了解をいただければと思いますが、いかがでしょうか。
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高鶴委員 

事務局 

岡本会長 

前野委員 

原田委員 

中川委員 

辻岡委員 

事務局 

岡本会長 

柘植委員

谷口委員 

今日まとまらないのであれば、事務局に一任し、担当される委員方と調整し

ていただきたいと思います。

第３班の委員はそれぞれで今の金子委員、青木委員でお願いしたいと思いま

す。検討いただく内容につきましては、佐藤委員のご意見もございましたので、

第１班と第３班の委員方と調整し、事務局で整理させていただきたいと思いま

す。

各班の委員と事務局で考え方を整理していただいて、まとめ上げていただく

ことにします。負担が偏らないように調整して下さい。

与えられた議題はこれで終わることになりますが、折角、出席いただいてい

ますので、何か皆さんから発言をしていただくと有り難いと思います。何もな

ければ結構ですが、前野委員いかがですか。

特にということはありませんが、施策を津市でされるときに、整理をされる

ことは勇気があることだと思います。施策を行ったということをたくさん盛り

込みたいという意識はあると思います。その中で、事業を整理されて、さらに

という意識を感じました。たくさん事業を盛り込むことは自己満足でしかない

とも思います。そういう感触を受けました。

２０１９年度の計画については、意見があればお伝えしたいと思います。も

し可能であれば、事前に資料をいただけると資料を見たうえで審議会の場で議

論ができると思います。その点よろしくお願いします。

新しい事業にも取り組んでいただき、高齢化問題、若い方の問題をバランス

よく考えていただければと思います。

事業の比較表についてご説明いただきましたが、事業数が多いこともありま

すけれども、子どもと女性と高齢者の人権を中心に施策を進めなければいけな

いと思います。かなりの事業が整理されたということで、事業が変わるのか、

それとも完了したのか、どうでしょうか。

完了した事業はございません。継続して実施していますが、あらゆる差別や

人権課題等の解消に向けて施策を実施していますが、医療費助成についてはこ

の施策に合致しているかというと人権課題の解決に向けた取組からは少しか

け離れていると判断し削除という形で整理いたしました。この事業は人権施策

として必要だとのご意見をいただきましたらそのまま残してくことも可能で

す。

働き方改革を進めている中、辻岡委員としては少し引っかかるところがある

のだと思います。

初めてで分からないところが多いです。今日いただいた資料を見させていた

だいて勉強していきたいと思います。

何年か評価検討委員をさせていただいていますが、力不足を感じています。

評価検討して出した報告書を見ていただいて、そのことが次の事業に反映さ

れているのを見ると私たちがやっていることにやりがいを感じたり、逆に、そ
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田中委員 

高鶴委員 

佐藤委員 

岡本会長 

川口委員 

加納委員 

金子委員 

大井委員 

伊藤委員 

のことが事業に反映されていないのを見ると、評価検討が年度をまたぎ長きに

わたっている弊害なのかなと感じながら見せていただいています。

私も初参加で、全く何も分からない状態なんですが、今日を機会に人権につ

いて勉強をしたいと思います。日々、子どもたちの権利擁護については、津市

の子ども支援課とも協力させてもらってショートステイ制度とか、市町の連携

については、年４、５回、会議を持っていますので、子どもたちの権利擁護の

立場から私の意見で今回役に立つことがあればいいなと思っています。

今、評価検討に関わっている方々、ありがとうございます。施策はいろいろ

あってもそれを振り返って、内部できちんと点検をしていくという上で、さら

にこの審議会で評価検討されるというシステムがすごく有り難いと思います。

事業を削減したことによって人権施策が全くなくなった部署というのがあ

ると思うんです。例えば、モーターボート競走とか。そういった部署に関して

事業を行うときとか、市民サービスをするときとか、職員の方々が常に人権の

意識を持って事に当たられるように職員に対する人権研修というのを一層行

っていただきたいと思います。

職員の研修を充実させていただきたいということです。非常に大切なことで

すのでよろしくお願いします。

私も今日、削減する事業の一覧表を見せていただきましたが、捉え方によっ

ては全部、人権問題だと思うんです。最初、公民館の改修事業がなんで関係あ

るんだろうと思いましたが、市民はそこで学習したり、安全に活動したりする

ためには、市民の人権問題として公民館の改修事業も関わっているんじゃない

かなという見方をしてしまうと全部そうなんです。モーターボート競走事業も

含めて。先ほど佐藤委員もおっしゃいましたが、その課がどのような人権意識

を持って事業をしているかというおおもとのところがしっかりしていれば、こ

れは削減してもいいと考えました。事業がたくさんあるというのも問題は問題

ですよね。そのところは事務局がよく考えられてこの結果を出されたのではな

いのかなと思いました。

最近、高齢者への虐待の問題が取り上げられています。そういう事実が多く

なってきているのだと思います。その中で、高齢者の人権の中で、虐待の防止

に対する事業を取り上げていくのは難しいのでしょうか。

冒頭に審議会のあり方の見直しというお話がありましたが、審議会の最後の

検討委員会のときに時間が無くなる  意見が出て、長引いて午前中に集まる

と中々１２時までに終わらなかったりするので、提案として午後から、今日は

午前中でよかったと思いますが、今後するときは、評価検討委員会での意見を

持ち寄るときは少し余裕をみて午後から開催してはどうかと思います。

具体的な見直し案があればお教え下さい。

皆さんとともに、これから参加させていただいて、いろいろ考えていきたい

と思います。

昨年から一つもやもやしているものがあります。それは多分、昨年の今頃だ

ったと思います。同和ウィキの問題を質問させていただきました。今日回答い
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岡本会長 

青木委員 

楠本副会長 

ただかなくて結構ですけれども、法務局に相談されたということでしたけれど

も、その後どうなったかというのが回答ありません。いまだに掲載されていま

す。拡大しています。これは個人の住所もありますし、電話番号も書いてあり

ます。合法的なのか、あるいは違法だけれども消すことができないのかという

ことを法務局に問い合わせした。お願いした。その結果こうでしたというのを

是非機会があったら教えていただきたいと思います。今日いただかなくて結構

でございます。

重要な問題だと思います。

いろいろと昨年の事業についても思うところもありますが、それよりも本年

度の審議会のあり方の中で、特に評価に関わって、全て評価をしなければなら

ないのかと、逆説的ないことを申し上げますが、ピンからキリまであると思う

んです。課長が言われる差別をなくすための評価。いわゆる偏見と差別を正し

ていくそのような視点を大事にしたいと言われたと思いますが、その辺で考え

ていくと、全て人権に関わることだと思いますが、本審議会で限られた時間で

評価できないところもあると思うんです。そうなってくると、評価するポイン

トを少し絞ることができないのか。その辺りを考えていく必要があるというこ

と。それから、我々の評価したことが来年度予算に中々反映されないという指

摘もあったと思います。このタイムラグに対して今後どのように考えていった

らいいのか。この辺りも今後考えていきたいと思います。

平成２９年度のアセスメントの評価書の中に外国人の人権の項目が多文化

共生というのは異文化理解という図式になっていて、本来は人間の尊厳が守ら

れているかどうかが中心にならなければいけないという評価書になっていて、

我々もそれを承認したわけですけれども、その後になって、多文化共生という

のは人間の尊厳を守ることだというのは何を意味しているのか後で考えると

簡単に説明できないなと思いながら、ただ、多分正しいだろうと。多分正しい

んだけれど、説明しろと言われると難しいと思っていましたところ、鈴鹿の高

校から外国人との共生について講演の依頼がありまして、無謀にも高校生を相

手に多文化共生について外国につながる人たちの人間の尊厳を守ることだと、

このアセスメントを紹介するところから始めて講演を行いました。その中で感

じたのが人間の尊厳を守るという、特に外国から日本に来られた、または外国

にルーツを持つ人たちの尊厳を守るということは多文化共生の定義の中にも

入っていますが、双方向のものであると。つまり相手の立場に立って我々のル

ール自体を見直すということが含まれていなければならない。我々のルールを

相手の人に押し付けるというのは全然共生したことにはならない。かといって

相手の文化を尊重するといっても、それを全部我々が受け入れるということも

中々できない。だから、双方向で変わっていくということが根になければいけ

ないというような話をさせていただきました。

この人権施策の推進の問題は多文化共生だけに限らず、我々が今まで当たり

前だと思っていたものを見直す。そして、変わる必要があれば変わる必要があ

るということを市民の皆さんに訴えていく。そういう場であって、人権施策審

議会の中でも、これまで行政の中で当たり前とされていたものを俎上に載せ

て、もしかするとそれは変えていかなければならないではないか。そういう視

点も含めてアセスメントをしていく必要があると感じているところです。
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岡本会長 

事務局 

岡本会長 

事務局 

人権担当理事 

ありがとうございました。皆さんそれぞれに言っておきたいことがあること

が分かりました。最後の青木委員の考え方は、青木委員も評価検討委員に入っ

ていただきましたし、楠本委員もその中に加わっていただくこともできます。

評価をしていく中でどのように舵を取っていけばいいのかお教えいただく

と有り難いと思いますので、ここでお願いしたいと思います。

皆さんからいただいたお考え、それぞれの立場からお話いただきましたの

で、反映できるところへ反映させていきたいと考えます。

ありがとうございました。

事務局から今までのお話のことで課長何かお話することはございますか。

委員の皆様からそれぞれご意見をいただきました。ありがとうございまし

た。人権課として、各課が行う施策をどのようにまとめていくか。そして評価

いただくためにどのようにしていけばいいか考え直そうということから始め

て、今、色々問題点もあろうかと思いますが、ご提案をさせていただきました。

委員の皆様からのご意見をいただきながら、どうしたらこの審議会が実のある

ものになっていくか、また、各課が行う事業にどのように反映していける提言

がどうしたらできるかということを事務局も共に考えていきたいと思います

ので、また、ご意見をいただきたいと思います。

事務局の積極的な意見をいただきました。新しい方向へ向けようと努力して

いることはよく分かります。また、それぞれの委員さんにもご指導いただきな

がら、できる限り私も協力させていただきたいと思います。

委員の皆さんには、円滑な進行にご協力いただきましてありがとうございま

した。その他の事項になりますが、事務局で何かありましたらどうぞ。ありま

せんか。それでは、事務局に司会の役割をお返ししたいと思います。どうもあ

りがとうございました。

岡本会長、議事進行どうもありがとうございました。委員の皆様、長時間に

わたり、ご審議いただきまして、誠にありがとうございました。

事務的な連絡でございますけれども、年度が明けましたら、評価検討委員の

方には、評価のあり方を再検討いただく時間を設けさせていただきたいと思っ

ております。５月上旬頃には、関係各課から提出のあった平成３０年度津市人

権施策事務事業進捗状況報告書を皆様にお送りしますので、質問書及び提言書

を返送していただきますようお願いします。

評価検討委員の方につきましては、各委員から出された質問事項に対し、関

係各課の回答が提出された後にお集まりいただきたいと思います。

次回の審議会の日程としましては、評価検討委員の方々が平成３０年度津市

人権施策事務事業進捗状況評価書（案）を作成していただいた後になりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

最後に、橋本人権担当理事から本日のお礼を申し上げます。

委員の皆様、貴重なご意見をいただきまして、どうもありがとうございまし

た。資料の事前送付は基本的なことだと思います。委員からご指摘がありまし

た。本当に申し訳なく思っております。今後の審議会についてでございますが、

例えば、意識調査結果について、この審議会でどう取り計らうとかといったこ

とを事務局で検討させていただき、また、会長、副会長にご相談させていただ

いて、この審議会のあり方なども含め、よりよい審議会となるよう努力工夫を

させていただきたいと考えておりますので、何卒委員の皆様のご協力を賜りま

すようよろしくお願いたします。本日はどうもありがとうございました。



18 

金児委員 

事務局 

金子委員 

事務局 

金児委員 

事務局 

すいません、終わりがけに。この意識調査の件ですけれども、今回、広報の

3 月 16 日号に掲載いただいていますが、他の号でも何回かシリーズで掲載さ
れる予定ですか。何回くらい掲載されるのですか。

それは決まっておりません。広報紙とか便りとかいろいろな手法は使ってい

きたいとは考えております。

今回掲載いただいたのは一部ですよね。

ですので、すべてがすべてを掲載することはないですが、ピックアップして

紹介していきたいと思います。ページ数が多いので、それを掲載するとなると

何年もかかってしまいます。

分かりました。よろしくお願いします。

すいません。資料の追加をさせていただきます。意識調査についてご意見を

いただいたものを取りまとめておりますので、それを配らせていただきます。

参考までに、今までいただいたご意見をまとめさせていただいたものがあり

ます。ご意見がありましたら、こういった形でいただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。ご意見はいつでも構いません。期限はありませんけれ

ども、この中で審議をいただくことになりましたら、次の審議会までにご意見

をいただけたらと思います。よろしくお願いします。

委員の皆様、長時間にわたりどうもありがとうございました。


